
 

 

平成 27 年度環日本海学術ネットワーク特定テーマ支援事業 

富山大学・研究推進機構・極東地域研究センター・シンポジウム 

 

東アジアの経済交流の今後と富山の観光ビジネス戦略 

～変動の時代における北東アジアの経済交流～ 

後援：富山県 

 

北東アジア諸国・地域からは富山を訪問する観光客は、直行便による観光客ばかりではなく、

2015年春に開業した北陸新幹線によって、首都圏からの観光客も訪問するようになった。円安

の恩恵もあり、日本への観光客は 2014 年の 1.5 倍になろうとしている。そのなかで富山県は

いかにして北東アジアからの観光客を呼び込めばよいのか。中韓を中心に日本および富山県と

の経済交流を、主に観光の側面から明らかにする。 

 

(黒部ダム、撮影：今村) 
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日時：2015年 11月 19日（木）14：00～17：00 

場所：富山県国際会議場（2階）（富山市大手町 1-2） 

 

 

プログラム 

14：00～14：05 今村弘子・富山大学極東地域研究センター長・挨拶 

14：05～14：35 金 奉吉・富山大学・経済学部・教授 

        アジア太平洋地域におけるメガ FTA の動きと日中韓関係 

14：35～15：05 渡邊康洋・桜美林大学・ビジネスマネジメント学群・教授 

         一番近い外国との観光～日韓の観光はどうなるのか～ 

15：05～15：35 戴二彪・アジア成長研究所・研究部長 

         訪日中国人客の観光行動と地方圏の誘致戦略 

15：35～16：05 馬駿・富山大学・極東地域研究センター・教授 

         外国人観光客は何を求めて富山に来るのか 

         ～アンケート調査に基づいて～ 

16：05～16：15 休憩 

16：15～17：00 パネルディスカッション（発表の先生方と富山県・観光課・国際担当課長） 

 

問合せ・お申込み：富山大学極東地域研究センター  

   電話： 076（445）6430 ファクシミリ：076（445）6520 

         メール：imamura@eco.u-toyama.ac.jp 

お 名 前 連 絡 先 

  

  

（個人情報に関しましては、適正に管理します。） 

本事業は平成 27年度環日本海学術ネットワーク特定テーマ支援事業の助成対象事業です 
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